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１．件名：「電源開発株式会社大間原子力発電所の地震等に係る新規制基準適合

性審査に関する現地確認について」 

 

２．日時：令和４年１０月６日（木）１６時００分～１７時４５分 

 

３．場所： 電源開発株式会社（東京都中央区銀座） 

 

４．調査者 

原子力規制庁 

地震・津波審査部門 

岩田安全管理調査官、三井上席安全審査官、佐藤主任安全審査官 

    

５．対応者 

  電源開発株式会社 杉山取締役副社長執行役員、首藤執行役員、他９名 

 

６．要旨 

 ⑴ 新規制基準適合性審査の一環として、原子力規制庁は、電源開発株式会社

において、大間原子力発電所の敷地の地質・地質構造の審査において論点と

なっているシームＳ－１１の活動性評価に係るボーリング調査のコア試料

等により、以下の内容について確認した。 

① シームＳ－１１が確認される易国間層、大間層の代表的な岩種、岩相 

② シームＳ－１１が確認される層準の細粒凝灰岩等の状況 

③ シームＳ－１１による第四紀層の変状が認められる箇所及び認められな

い箇所の岩盤性状 

④ 重要施設付近のシームＳ－１１及びその付近の岩盤性状 

⑤ 敷地内におけるシームＳ－１１の分布状況 

⑵ 現地確認の結果、電源開発株式会社に対して、提示された試料等は、こ

れまでの審査会合において提示された調査結果の元データを確認したもの

であり、説明内容としては理解したこと、また、シームＳ－１１の活動性
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評価については、第１０４３回審査会合（２０２２年４月２２日）におい

て評価方針を示すことを求めているため、引き続き検討するよう伝達した。 

 ⑶ これらに対して、電源開発株式会社から了解した旨の回答があった。 

 

７．提出資料 

・大間原子力発電所 新規制基準適合性審査に関わるボーリングコア観察

資料（シームＳ－１１の性状等） 

 


